
　
世
界
に
は
見
解
の
違
う

人
た
ち
が
い
る
が
、
ど
う

し
た
ら
共
存
共
栄
で
き
る

か
。
私
た
ち
の
考
え
は
相

互
扶
助
だ
。
尊
敬
と
信
頼
‘

の
新
し
い
人
間
関
係
が
で

き
た
と
き
こ
そ
、
一
緒
に

行
動
で
き
る
。

　
災
害
が
起
き
れ
ば
、
緊

急
救
援
チ
ー
ム
と
し
て
世

界
3
0
叉
部
か
ら
の
多
国
籍

医
師
団
が
被
災
地
へ
駆
け

付
け
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
要

求
に
応
え
ら
れ
る
。

　
活
動
の
原
則
は
何
を
す
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岡
山
県
は
、
多
く
の
偉
人

を
生
み
出
し
国
内
の
医
療
・

福
祉
を
り
Ｉ
ド
し
て
き
た
。

Ｔ
人
が
富
士
山
の
よ
う
に
そ

び
え
立
つ
の
で
は
な
く
、
優

れ
た
り
Ｉ
ダ
ー
が
連
峰
の
よ

う
に
連
な
っ
て
き
た
と
言
え

る
。

　
古
く
は
、
和
気
清
麻
呂
の

姉
で
孤
児
の
救
済
に
取
り
組

ん
だ
広
虫
や
、
江
戸
時
代
の

蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵
、
日
本

初
の
孤
児
院
を
創
設
し
た
石

井
十
次
ら
。
そ
し
て
故
・
川

崎
祐
宣
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
川
崎
氏
は
、
専
門
の
医
師

が
医
療
と
密
着
し
た
福
祉
を

行
う
た
め
、
肢
体
不
自
由
児

施
設
、
乳
児
院
、
知
的
障
害

児
施
設
か
ら
な
る
旭
川
荘

　
（
岡
山
市
）
を
１
９
５
７
年

茂氏

医
療
福
祉
の
原
点
と
地
域
展
開

育
て
る
旭
川
荘
厚
生
専
門
学

院
（
岡
山
市
）
を
開
設
。
9
1

年
に
は
江
草
氏
が
初
代
学
長

を
務
め
た
川
崎
医
療
福
祉
大

　
（
倉
敷
市
）
が
開
学
し
、
多

く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
輩
出

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
食
堂

や
清
掃
関
係
の
会
社
に
は
１

２
７
人
の
従
業
員
が
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

誇
り
持
て
る
街
へ
活
動

に
創
設
し
た
。
「
敬
天
愛
な
ど
グ
ル
ー
プ
は
8
4
施
設
合
い
な
が
ら
、
質
の
高
い
誇
り
を
待
っ
て
生
涯
が
終
え

人
」
の
精
神
は
、
第
２
代
に
広
が
っ
て
い
る
。
　
　
医
療
と
福
祉
を
提
供
し
、
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
は
医

理
事
長
・
江
草
安
彦
氏
へ
　
高
梁
市
で
は
身
体
障
害
地
域
か
ら
高
い
評
価
を
得
療
・
福
祉
の
整
備
が
不
可
欠
。

と
受
け
継
が
れ
た
。
現
在
者
支
援
施
設
や
診
療
所
、
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
今
後
も
地
域
住
民
や
行
政
と

は
岡
山
県
内
を
は
じ
め
、
老
健
施
設
な
ど
を
運
営
。
　
人
材
育
成
に
も
力
を
入
　
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め

愛
媛
県
や
中
国
・
上
海
市
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
支
え
れ
、
7
1
年
に
看
護
師
ら
を
る
。

救
え
る
命
が
あ
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
～
国
境
を
越
え
る
福
祉

　
す
が
な
み
・
し
げ
る
　
１
９

７
２
年
岡
山
犬
医
学
部
卒
、
一
ロ

年
同
大
大
学
院
医
学
研
究
科
修

了
。
8
4
年
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
。
世

界
3
0
支
部
と
連
携
し
、
医
療
・

保
健
衛
生
分
野
を
中
心
に
緊
急

人
道
支
援
活
動
を
展
開
。
公
設

国
際
貢
献
大
学
校
名
誉
校
長
。

福
山
市
出
身
。
6
3
歳
。

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
打
ち

出
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
市
民
参
加
型
の

世
界
の
人
道
支
援
拠
点

援
助
を
受
け
る
側
に
も
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。
あ
る
と
思
う
。

人
道
支
援
外
交
を
テ
ー
マ

る
か
よ
り
、
な
ぜ
す
る
か
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
人
間
関
係
こ
そ
が
世
界
平
　
わ
れ
わ
れ
は
「
西
の
ジ
に
活
動
を
展
開
し
た
り
、

が
大
切
。
そ
し
て
な
ぜ
助
い
う
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。
和
に
と
っ
て
一
番
大
切
ュ
ネ
ー
ブ
　
東
の
岡
山
」
　
岡
山
市
な
ど
に
車
い
す
で

け
る
の
か
と
い
う
メ
ッ
セ
発
展
途
上
国
で
は
意
欲
と
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
提
唱
し
て
き
た
。
岡
楽
し
め
る
都
市
空
間
を
つ

ー
ジ
を
送
る
こ
と
。
人
は
能
力
の
あ
る
医
師
が
い
て
　
‐
1
９
９
５
年
の
阪
神
大
山
を
世
界
の
人
道
支
援
く
る
の
も
い
い
。
世
界
に

誰
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
も
他
国
へ
行
く
資
金
と
チ
震
災
の
際
、
岡
山
は
県
民
の
集
積
地
に
、
と
の
意
味
発
信
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

た
い
。
そ
の
気
持
ち
に
民
ャ
ン
ス
が
な
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
を
挙
げ
て
救
援
活
動
に
あ
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
地
域
振
興
に
も

族
、
宗
教
、
文
化
の
差
は
Ａ
は
多
国
籍
医
師
団
と
し
た
っ
た
。
岡
山
に
は
そ
う
　
弱
者
を
見
捨
て
な
い
精
つ
な
が
る
。

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
て
そ
う
し
た
医
師
に
チ
し
た
福
祉
の
心
が
根
底
に
神
風
土
を
基
に
、
岡
山
の
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産
学
官
連
携
に
よ
る
医
療
機
器
開
発

　
な
か
し
ま
・
も
と
よ
し
　
１
９
７
１
年
早
稲
田
大
政
経
学
部

卒
。
7
4
年
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
入
社
、
9
6
年
社
長
。
２
０
０
８

年
1
1
月
、
持
ち
株
会
社
制
移
行
で
ナ
カ
シ
マ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
社
長
、
ナ
カ
シ
マ
メ
デ
ィ
カ
ル
会
長
。
。
岡
山
経
済
同
友
会
代

衷
幹
事
。
岡
山
市
出
身
。
6
2
歳
。

高
度
化
研
究
会
」
を
立
ち
合
、
9
0
度
曲
が
れ
ば
い
い

上
げ
、
こ
れ
ま
で
に
8
0
回
が
、
畳
に
座
る
日
本
人
は

以
上
開
催
し
た
。
６
月
に
１
３
０
度
ま
で
曲
が
ら
な

は
、
経
済
産
業
省
の
補
助
け
れ
ぱ
い
け
な
い
。
プ
ロ

を
受
け
、
岡
山
犬
や
岡
山
ペ
ラ
も
人
工
関
節
も
一
品

理
科
犬
、
東
京
大
な
ど
と
受
注
生
産
で
あ
る
こ
と
に

研
究
開
発
に
あ
た
る
新
た

医
師
の
発
想
や
夢
形
に

１
９
２
６
年
か
ら
船
舶
業
と
開
発
が
双
方
向
で
成
夢
を
形
に
す
る
こ
と
が
付
な
「
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
／

変
わ
り
な
い
。

　
医
療
分
野
に
進
出
し
て

一
番
う
れ
し
い
の
が
、
患

者
が
良
く
な
っ
て
喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
。
人
工
関

用
プ
ロ
ペ
ラ
を
造
っ
て
き
り
立
っ
て
い
る
点
。
取
引
加
価
値
だ
と
考
え
て
い
先
端
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
拠
節
の
国
内
市
場
は
海
外

た
。
そ
の
加
工
技
術
な
ど
先
で
あ
る
大
学
の
医
学
部
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
点
」
を
岡
山
市
内
に
開
設
製
品
が
約
9
0
％
を
占
め
、

を
生
か
せ
る
新
た
な
事
業
な
ど
と
共
同
開
発
す
る
ケ
　
医
療
分
野
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
当
社
の
シ
ェ
ア
は
ま
だ

と
し
て
9
0
年
代
か
ら
人
エ
ー
ス
が
多
い
。
手
術
に
あ
は
難
し
い
が
、
座
学
連
携
　
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
人
１
％
程
度
だ
が
、
患
者
の

関
節
を
始
め
、
ナ
カ
シ
マ
た
る
ド
ク
タ
ー
が
ユ
ー
ザ

メ
デ
ィ
カ
ル
を
設
立
し
Ｉ
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
基

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
い
た
技
術
開
発
が
で
き

　
医
療
分
野
の
特
徴
は
営
る
。
ド
ク
タ
ー
の
発
想
や

の
環
境
は
整
っ
て
お
り
、
の
た
め
に
、
日
本
人
に
よ
役
に
立
つ
製
品
を
つ
く

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
引
る
人
工
関
節
づ
く
り
を
志
り
、
成
長
さ
せ
て
い
き
た

き
出
せ
る
。
大
学
な
ど
と
し
て
き
た
。
ひ
ざ
関
節
は
、
い
。

9
5
年
に
「
人
工
関
節
機
能
い
す
に
座
る
欧
米
人
の
場
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1D67年岡山万人医学部卒。旭川荘旭川児童院すえみつ・しげる

に入り、同児童院院長、旭川荘副用事艮などを経て、2007年から

日本代理事長。川崎医療福祉人特任教授。
表理事。松山市出身。67歳。

参
加
し
た
各
地
の
同
友
会
会
員
。
医
療
・
福
祉
産
業
育
成
を

目
指
す
岡
山
の
取
り
組
み
に
聞
き
入
っ
た

気概に感心/刺激受けた/観光連携を/地域へ拡大

統を大事にしたい」と語った。

　中国などアジアからの観光客の誘

致に力を入れる福岡経済同友会の坂

野義政氏は「岡山は医療観光の受け

皿になり得る。広域の観光ルート構

築に向け、連携を模索したい」と期
待。

　岡山経済同友会とさまざまな連携

事業を行う香川経済同友会の木村大

三郎特別幹事は「岡山と香川は一体
的なエリア。力を合わせ、産業育成

の取り組みを瀬戸内地域に広げてい

きたい」と強調する。

　参加した各地の同友会会員からは、

医療・福祉産業の育成を目指す岡山の

取り組みを評価したり、連携を望む声

が上がった。

　　「地域性を生かし、独創的な産業に

まで高めようという気概に感心した」

と話すのは、関西経済同友会の丸岡利

嗣氏。「高齢化が進む中、医療・福祉

産業は需要拡大が見込める。発展の起

爆剤にしてほしい」と言う。

　広島経済同友会の高木一之代表幹事

も「発表者の思いや志に刺激を受けた。

岡山を見習い､広島のものづくりの伝
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